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本講貌飼臆/98之第 7月中旬に京大数哩研で 4」なδつ

峠矯期共同衛宍で癸表さ欲仁ものε:払して劾 3“ Pt,

今回碕究会ぱ激縦痺郎雛の置稿乞楚理し Z“ 3東大
く 75人鼠 1詫来マい t-5“ s,噺谷亀竺侮禾癸姦の案蹟ヒついマ
梶 }で勉強し蜜し丸, 御直族の許可遠得て,そらいく

つあ迭ここにものせ 3夢じ致しました.一同一駄り菊心乞

獅御冥 4% sあ噺η徴し甥
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